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NSGグループ・2018年3月期第1四半期決算説明会にご参加いただき、ありがとうご
ざいます。 
 
CFOの諸岡です。 
 

本日の説明会には、私とCOOのクレメンス・ミラー、そして経理部・グループファイナ
ンス担当ディレクターのイアン・スミスが同席しております。 
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4ページは、本日の説明内容となります。 
 
本日は、私の方から、この目次に沿って説明いたします。 
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それでは、6ページをご覧ください。 
 
本日、2018年3月期第1四半期の業績を発表しました。業績の概要ですが、このス
ライドにまとめた通りでございます。 
 
まず、第1四半期の業績は計画通りに進捗しており、中期経営計画(MTP)フェーズ2
の初年度として、順調なスタートを切ることができました。 
 

好調な欧州市場の影響や高機能ガラス事業における業績改善のほか、自動車用
ガラス事業の欧州と北米における生産性の改善とコスト削減が、業績に寄与してい
ます。 
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8ページは、連結損益計算書になります。 
 
売上高は1,469億円となり、前年比2%の減収となりました。 
 

営業利益は、ピルキントン社買収時に認識した無形資産の償却費の減少、及び事
業業績の改善により、前年比23%増の87億円となりました。 
 
個別開示項目は4億円の損失となりました。前年の数字には固定資産の売却益が
含まれておりました。 
 
金融費用及び持分法による投資損益は、前年から改善しています。 
 
親会社の所有者に帰属する当期利益は、25億円となりました。 
 

当期利益は、個別開示項目で計上するような一過性の利益の力を借りることなく、
黒字になっております。 
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9ページへ移ります。ここでは、無形資産償却前営業利益について、前年との差異
について説明しています。 
 
「販売数量/構成」ですが、主要顧客における設備切り替えと北米の建築用ガラス
事業での生産能力の一時的な減少の影響を受けています。 
 
「販売価格」ですが、主に欧州の建築用ガラス事業で改善しています。 
 

「原燃材料コスト」は、一部の地域でエネルギー・コストが増加していますが、ほぼ
横ばいで推移しています。 
 

「コストダウン、その他」には、当社グループが継続して取り組んでおります生産性
改善やコスト削減の効果が含まれております。 
 
昨年の第1四半期においては、原燃材料のメリット17億円を享受し、一昨年より利
益改善となりましたが、今年は事業改善によって前年より増益を図っております。 
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10ページへ移ります。ここでは、個別開示項目の内訳をご確認いただけます。 
 
2018年3月期第1四半期では、4億円の損失を計上しています。 
 

「保険金の受取による利益」は、米国イリノイ州で発生した竜巻によるオタワ工場の
被災を受けて、保険金を受領したことによるものです。また、「設備休止に係る費
用」は、2017年５月12日付けで公表の通り、オタワ工場のフロート窯について、修繕
を当初予定より前倒しで実施する決定を行ったことに関連して発生したものです。 
 

「有形固定資産等の減損損失」及び「リストラクチャリング費用」は、損益の改善を
図っていく過程で、低稼働設備の整理や不採算部門のリストラによって生じたもの
です。 
 
前年度には「有形固定資産等の売却による利益」を計上しております。 
（注： 主として、日本とマレーシアで実施したセール・アンド・リースバック取引による
ものです。） 
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11ページはキャッシュ・フローです。 
 

フリー・キャッシュ・フローは、運転資本の季節的変動による影響を受けましたが、
計画に沿った形で、年度末に向けて改善していくものと見込んでおります。 
 
第1四半期ではフリー・キャッシュ・フローがマイナスになりましたが、前年度に続き、
年度トータルではプラスになる計画です。 
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12ページは、主要財務ＫＰＩの一覧です。 
 

「ネット借入」は、運転資本の季節的な増加及び円安に伴う為替換算の影響により、
増加しています。 
 
その一方、「営業利益率」は、事業業績の改善を反映し、6.3%に改善しています。 
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14ページへ移ります。 
 

このスライドは、当社グループの事業セグメント毎の売上高の構成比を示していま
す。 
 
（注： 当社グループの売上高の構成比ですが、欧州が40%、日本が24%、北米が
20%、その他が16%となっています。） 
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15ページへ移ります。ここでは欧州における当社グループの建築用ガラス事業と自
動車用ガラス事業の業績についてご覧いただけます。 
 

建築用ガラス事業の利益は、好調な需要によって支えられた堅調な価格と生産が
順調に推移したことにより、改善しています。 
 

自動車用ガラス事業は、当社ガラス納入モデルの立ち上げ遅れの影響もありまし
たが、生産性の改善が進展し、増益となりました。 
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16ページは日本です。 
 

建築用ガラス事業は、品質に関連した引当金等の一過性の要因の影響を受け、減
益になりました。 
 

自動車用ガラス事業の売上高は、乗用車販売台数の増加を反映し、改善していま
す。 
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17ページの北米へ移ります。 
 

建築用ガラス事業は、フロート窯の修繕に伴う生産能力の一時的な減少により、減
収減益になりました。さらに、太陽電池用ガラスの売上は、主要顧客における設備
切り替えの影響を受けました。 
 

自動車用ガラス事業は、市場において数量が減少したことによる影響を受けました
が、生産性が改善し、利益を支えております。 
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18ページは、その他の地域です。 
 

建築用ガラス事業では、マレーシア・ベトナム・アルゼンチン・チリなどの国内向け
市場において全般的に改善が見られました。その一方で、第1四半期中に完了した
ベトナムのフロート窯の定修や主要顧客における設備切り替えの影響を受けました。 
 
南米の自動車用ガラス市場ですが、改善の兆候を見せています。 
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19ページの高機能ガラス事業へ移ります。 
 
全てのセグメントにおいて、前年から業績が改善しています。 
 
ディスプレイでは一部製品の価格が改善したことにより、赤字がさらに縮小しました。 
 
プリンター用レンズの数量は増加しました。  
 

グラスコードの販売数量は堅調に推移し、バッテリーセパレーターの数量も増加し
ました。 
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20ページは持分法適用会社になります。 
 
持分法による投資損益は、前年から改善しています。 
 
ブラジルのジョイント・ベンチャーであるセブラセの業績は前年を上回っています。 
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最後に、22ページが本日のまとめになります。 
 
第1四半期の業績は計画通りに進捗しており、中期経営計画(MTP)フェーズ2の初
年度として、順調なスタートを切ることができました。 
 

好調な欧州市場の影響や高機能ガラス事業における業績改善のほか、自動車用
ガラス事業の主要市場における生産性の改善とコスト削減が、業績に寄与してい
ます。 
 
2018年3月期の通期業績見通しは変更しておりません。各地域の市場環境は、概
ね安定的に推移するものと見込んでおります。また、VA戦略・生産性改善・コスト削
減をベースとした業務改善は着実に進捗し、基調は変わっておりません。 
 
これにて、本日の説明は終了させていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
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